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さわやかだった参議院選挙 

野党共闘で参議院選挙に臨んだ松本けんじ

さん。ステキな青年で、あと、1ケ月あれば勝

てたかもしれないと思いました。野党共闘が

実現したのは選挙が始まる半月前。高知・徳島

の広い選挙区を駆け抜け、頑張ってくれまし

た。ダブルスコアーで負けると予想されてお

りましたが、何と 8 割もの得票を得ることが

出来ました。高知県で唯一勝った安芸市の前

市長のお名前は「松本けんじ」さんでした。知

名度って大切ですね。 
 

広田一さん、武内則夫さんからも 

懸命の応援があり、楽しい選挙でした 

そのほか、立憲、国民民主、社民、新社会党

の皆さんの応援も力強く、気持ちのいい選挙

でした。次は必ずと思っています。 
 
 

なんぼいうたち、尾崎知事の出馬表明 

驚きました。どちらも応援する立場にありま

せんが、人間としてどうでしょう。先輩が言っ

ていました。二人を比べれば、山本氏の方がず

っと役に立つ。尾崎氏は安倍さんに取 

ったら使いやすろうがが、高知県にはどうだ

ろう。ちっと思いあがっているのではないか

と。  
 

9月議会、どの課題も重要で 

ちっと疲れました（裏面に報告） 

議員の役割は、市民の皆さんの願いを行政

に届けること。そのために力を尽くすことだ

と思っています。財源が必要なことも多く、一

朝一夕に実現しませんが、何回も何回も訴え

ている内に、不十分ではありますが、いくつも

実現できました。「保育料の軽減」「子供の医療

費無料化」「給付型奨学金制度創設」「教育環境

の改善」「トンボ公園の整備」「特養の増床」「蓮

池コミセンの充実」「手話言語条例の制定」「鳴

川地区の水の保全」「船越団地の水路回収」「市

営住宅の建設」などなどです。 

私がやったというよりも、市長や執行部の

皆さんの思いがあったから実現できたと思っ

ています。 
 

秋の到来、ご自愛ください 

 



9月議会報告   
 

柔らかい頭で判断してね‼ 

昭和 25 年からある償却資産税。昨年 11 月に突然農家に課税のお知らせがありました。そ

んな税があることも知らなかった農家はビックリ。しかも 5 年間もさかのぼって課税するとい

う内容でした。赤紙を使ってです。県下で、そういう自治体はありません。市長がお詫びをする

という顛末でした。 

そして 6月議会に突然、「奨励金制度」が提案されましたが、農家の負担は大きいのに、土佐

市が使えるお金は、20年たってわずか。支払った額の 8％、新規就農者では、土佐市は赤字の

ままです。 

 

そこで減免条例を提案しました。国保税の子供の均等割りを免除している自治体が、「子供

がいる」ことを「特別の事情」として作った減免制度です。双方にとって得策になるのですが、

一蹴されました。おかしいと思いませんか。私は納得していません。農家にとっても土佐市にと

っても、損か得かという判断は、間違っていますでしょうか。 

国は、「保育料を無償化する」と言っても、2歳児以下はそのままで、これまで保育料に含ま

れていた副食費 4500円は自己負担としました。そこで次の点を提案しました。 

 

① 今まで実施してきた独自施策（3人以上子供がいる家庭の保育料無償化や、高所得者の保

育料軽減措置）が必要なくなるため、浮いたお金 9600 万円を使って 2 歳以下の子供の

無償化（7500万円）を。せめて第 2子の無償化（2500万円）を。 

保育料無料化から排除された 2歳児以下の無料化と、 

私立保育園、幼稚園への給食費支援を 
私立保育園や幼稚園への給食費支援を 

ハ ウ ス 農 家 な ど へ の 課 税 、 ど っ ち が お 得 か な           

土佐市にとっても農家にとっても 



② 土佐市は主食の提供も含めて 5000円（副食費 4500円、主食費 500円）分

を完全無償化することにしました。だったら、私立の保育園（副食費の 4500 円のみ支

給）や幼稚園（5000円を父兄が負担している）に対しても同じ処遇をするべきと求めま

した。市長は、「国や近隣市町村の動向を見て」と答えましたが、少なくても同じ土佐市の

子供ですから補助するべきです。皆さん、そう思いませんか。 

保育料無償化の機会に、事業団保育士の処遇改善を求めました。別法人という制約がある中

で、市長は理事会で提案することを約束しました。 

去年の 9 月議会からずっと、事業団職員の劣悪な賃金を指摘してきましたが、議員の中から

もやっと、何とかしなければならないという機運が醸し出されております。 

 

 

 

来年 4 月より、臨時職員に対して会計年度任用職員制度が始まります。国の指針などを踏ま

えて、官製ワーキングプアの状態をなくすよう求めました。 

（１）手当、休暇は、正職員との均等待遇をすること 

（２）前歴計算は、正職員と同じ扱いをすること 

（３）会計年度職員とは補助職員のこと、同等の仕事をしている方は正職員化を 

（４）「財政上の制約」を理由とした短時間勤務（パート）の設定を行わないこと 

 

 

 

 

流行りのプロポーザル（提案型）方式によって建設された複合文化施設は、最低最悪の業者が

選ばれ、建物 35億円の予定が、47億円にも上りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の 4割を占める臨時職員の処遇改善を 

複合文化施設、市民にどんどん利用してもらえるように 

事業団保育士の処遇改善を 
 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（赤旗日曜版 お役立ちトク報 より） 

お金が無くても大丈夫→無料定額診療  

相談は医療生協へ（８４３－００２５） 
生活保護などを受けられていない低所得者の方を対象とした無料低額診療事業を実施しています。医

療費や生活のことなどでお困りのことがありましたら、お気軽にご相談下さい。（高知医療生協病院の

ホームページより） 

 

税金や各種料金が割安に 

「安倍９条改憲ＮＯ！・憲法を生かす全国統一署名」ご協力下さ

い。 

ご連絡いただければ、署名用紙をお持ちします。（大森陽子） 


